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ボランティアで英語力UP！

 

～バンクーバー～

僕は日本の大学生で、英語と社会勉

 
強をするために昨年10月よりバンク

 
―バーに来ています。
僕は入学1ｹ月後の11月からアフター

 
スクールにバンクーバーのストリート

 
を掃除するボランティアを一人で始め

 
ました。なぜ始めたのかというと、僕

 
は日本にいた時から「環境」に興味が

 
あったからです。しかし当初は「掃除」

 
というアイディアは持っていませんで

 
した。冬便り

 

フレンチカナダ旅行

 

～トロント～

2月を過ぎ、トロントも冬まっさかりになっ

 
てきました。そこで今回は極寒のトロント

 
より“寒いトロントが大好き”になる情報を

 
お届けいたします。
皆様、『氷のホテル：Hotel de Glace』って

 
ご存知でしょうか？ケベックの町より30分

 
離れた場所にあるホテルです。このホテ

 
ルはなんと、床も壁もベットまで全てが氷

 
で作られています。ちなみにお部屋の中

 
は外が何度になっても-3～
-5度です。決して日本では経験できない

 
経験をトロントへの留学を通じて体験して

 
みませんか？

PGバンクーバー校の学生さんは、趣味を生

 
かしたり、ボランティアをしたりと、とにかくカナ

 
ダの世界に一人で飛び込むということで、カ

 
ナディアンから“生の英語”を習得し英語力を

 
ＵＰしています!
今回は昨年10月からバンクーバー校で勉強

 
中のナカオヨシタカくんを紹介します。
“おもしろいこと大好き”、“人と違うことをする

 
のが大好き”という彼が始めた「ゴミ拾い」ボラ

 
ンティア。毎週金曜の放課後ＰＧ生を集めバ

 
ンクーバーのストリートのゴミを拾いながらカ

 
ナディアンとの会話を楽しんでいます！✿ナカオ ヨシタカくんのコメント✿

また、「バンクーバーに行ったなら何か環境に関わることをしよう」と考えていました。

 
そして、バンクーバーに来て「バンクーバーはとても美しい町だ」と思いましたが、ダ

 
ウンタウンのストリートを見てみると、たばこ

 

紙コップ

 

新聞

 

紙くずなどがいたる

 
所に落ちていました。「せっかくの綺麗な町がごみだらけなんて‥‥、私はこの美し

 
いバンクーバーをもっと綺麗にしたい」と思い、サミー学長より「掃除」というアイデ

 
アをもらい即行動し始めました。しかし、私の留学の目的はバンクーバーを掃除す

 
るだけではなく、“英語＋社会勉強”をすることなので、僕はボランティアをしながら

 
現地の人、観光客、様々な国籍の人と英語によるコミュニケーションを取ることにし

 
ました。このことが私の英語力を急激に伸ばしてくれ、また様々な人、文化、習慣な

 
どを学べる機会を常に与えてくれています。

Part2 に続く・・・

今回の特集：フレンチカナダ旅行

PG名物のコンテストに

 

“新コンテスト”

 

登場 !! ～トロント～

トロント校では今セッションから新たに「Reading Contest」を開始しました！！

 
以前は「Library Contest」と呼んでいましたが、今回は内容を少し変えて行うた

 
めコンテスト名を変更しました。

皆様“英語の本を読む”ことで英語力の伸びがかなり期待できるということはご

 
存知でしょうか。英語の本を読み続けることは本当に大変な事ですが、読み慣

 
れるともっと他の本も読みたくなり、気付くと色々な英語の本が楽に読めるよう

 
になり、TOEICのスコアーも上がるという良いこと尽くめのコンテストです！

私は一度見た映画の本を読むのが大好きです。先に映

 
画を見ると、内容がわかっているので読みやすく、それ

 
ほど難しいと思わないので楽しく読めます。特に映画が

 
よかったりすると、本を読んでみたいなと思うようになり、

 
それをきっかけに英語の本を読み始めました。今回のコ

 
ンテストで本を読むチャンスができ本当に良かったです。

 
今は読書がとても楽しくこれからももっともっとたくさんの

 

英語の本を読みたいです。

 

－Miku Matsusaki

マツサキ ミクさん

１位 読んだ本：The Lion and the Which, Alice in the 
Wonder land, Harry Potter and Philosopher's Stone, 
Harry Potter and the Half-Blood Prince, Knotting Hill, 
Billy Eliot.
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✿ FCEコースを受講する学生コメント

 

2✿

みんな一度は受講したい！FCEプログラム！ ～ビクトリア～

PG各校で大人気の“ケンブリッジプログラム”。日本ではご存じない方もいらっしゃるよ

 
うですが、現地カナダでは”英語力が総合的に伸びる”と大好評で、特にPGのケンブ

 
リッジコースは希望者が続出です！そこで今回は、ビクトリア校より、現在ケンブ

 
リッジのFCEコースを受講中の学生さんより生の声を聞きました！！

✿ビクトリア校FCEコース担当講師：Nat先生よりコメント✿

FCE is a very challenging course especially well suited 
students who are willing to work harder in order to improve 
more quickly. Its aim is the purpose of communication in 
professional or academic English environments. The focus of 
the three month course is to prepare for the demanding 
Cambridge First Certificate in English test, which is held 
three times per year. Few students pass the test, yet 
everyone benefits from the hard work. Students work closely 
together, so a spirit of teamwork develops. As in any 
situation requiring diligent effort and sacrifice, the experience 
of being a student in the FCE course is very meaningful.

✿ FCEコースを受講する学生コメント

 

1✿

しかしその中で着々と実力はついていました。それまでずっと伸び悩んでいた

 
TOEICのスコアがFCEを1セッション受講した後、一気に150点も上がったので

 
す。FCEは英語の勉強に必要な、Reading, Speaking, Grammar, Writing, 
Listeningすべてを3セッションかけてじっくり学びます。本気で実力アップしたい

 
方には是非おすすめです！

 

―Yumi

********************************************************************

初めの2ｹ月は一人でボランティアを

 
行っていました。しかし、一人ではや

 
はり限られた場所しかできません。

 
そこで僕は“インターナショナルボラ

 
ンティアチーム”をPG内で作りまし

 
た。このチームは学校以外の人でも

 

参加できます。

チーム内、ボランティア活動中はPGのモットーである“English Only(母国語の使

 
用禁止)”で行っているため様々な国籍の方が参加できるようになっています。今後

 
留学を考えている方はとにかく失敗してもいいので何事にもトライしてみてください。

 
もし悩んでいる人はサミー学長やカウンセラーに相談してみてください。何かおもし

 
ろいアドバイスがもらえますよ!

―Yoshitaka Nakao

Part 1の続き・・・

ケンブリッジ受講生おすすめリラックススポット！

ケンブリッジFECコース受講生の１日はとて

 
もハードです。テストにむけての集中授業、

 
イギリス英語に慣れ、宿題も多く、覚える単

 
語も沢山あります。

ちょっと勉強に疲れた時は、コーヒーを片手

 
に、インナーハーバーでリラックス～。
お天気も良く、お花もきれいで気持ちイイ！

リフレッシュできたら、また明日からがんば

 
ろう！ぜったいテストに合格します！！

FCEで学ぶことは今まで聴いたことがないようなことばかりで、

 
改めて英語の奥深さを感じさせられました。Reading, Writing, 
Grammar, Speaking, Listeningと全ての項目をまんべんなくこ

 
なす内容になっているので、自分の苦手分野もよくわかってき

 
ます。

また、日本では聞きなれなかったイギリス英語を毎日耳にすることで、アメリカ英

 
語がより聞き取りやすくなったように感じます。多くのカリキュラムを限られた時間

 
でこなさなければならないため、自分にとってはチャレンジになりましたが、受け

 
てよかったと思います。

 

―Yoshie

FCEは私にとって究極のチャレンジでした。噂ではかなりハード

 
なクラスと聞いていたし、クラスメートはほとんど現役の大学生

 
で、みんなについていけるかどうかも心配でした。最初はブリ

 
ティッシュイングリッシュに慣れるのに一苦労、しかも毎日ださ

 
れる宿題をこなすのに3-4時間はかかりました。
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